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過
日
、
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
目
の
前
に
臨
む
、
墨
田
区
立

第
一
寺
島
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
参
加
者
120
名
が
集
っ
て
の
学
び
の
場
。 

 

 

全
小
国
研
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
顧
問
・
参
与
等
の
御
来
賓
を
は
じ
め
、
協
働
し
て
く

だ
さ
る
全
国
理
事
の
皆
様
、
そ
し
て
全
小
国
研
の
理
論
と
実
践
の
方
向
性
を
示
し
て
く
だ
さ
る
、

大
塚
健
太
郎
先
生
（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課 

教
科
調
査
官 

国
立
教
育

政
策
研
究
所 

教
育
課
程
調
査
官
・
学
力
調
査
官
）
や
、
西
川
さ
や
か
先
生
（
元
文
科
省
学
力

調
査
官
）
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
た
。
模
擬
授
業
や
実
践
発
表
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
か
ら
、
授
業
づ
く
り
の
活
力
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。 

さ
て
、
私
は
、
こ
の
頁
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、「
模
擬
授
業
」
を
あ
げ
た
い
。
そ
れ
は
、
過
日

の
全
国
学
力
状
況
調
査
・
国
語
の
問
題
文
を
題
材
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

授
業
者
は
、
若
い
頃
か
ら
教
師
と
し
て
の
基
礎
基
本
を
勤
務
校
で
徹
底
的
に
訓
練
さ
れ
て
き

た
大
村
拓
也
氏
（
福
岡
教
育
大
附
属
福
岡
小
学
校
）
。 

 

氏
は
、
授
業
前
に
語
っ
て
い
た
。「
学
習
へ
の
切
実
感
と
資
質
・
能
力
の
自
覚
の
両
立
が
大
事

だ
。」
と
。
主
体
的
に
学
ぶ
動
機
は
、
ま
さ
に
必
要
感
・
切
実
感
。
さ
ら
に
、
発
揮
し
た
資
質
・

能
力
を
子
供
自
身
が
自
覚
し
内
在
化
す
る
学
習
。
私
も
同
感
。
授
業
の
質
の
分
水
嶺
だ
と
思
う
。 

 

助
言
者
の
西
川
さ
や
か
氏
は
、「
設
問
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
“
選
ん
で
読
み
”
と
、“
説

明
し
よ
う
”
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
、
授
業
を
改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
」
と
。

「
主
体
的
に
読
む
」、
「
言
語
活
動
の
明
確
化
」
を
指
し
示
し
、
強
調
さ
れ
た
。 

 

今
回
、
模
擬
授
業
で
扱
う
の
は
、「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」（
読
む
こ
と
の
調
査

問
題
）。
こ
の
話
は
、『
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
』（
松
居
ス
ー
ザ
ン
著
）
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
一
冊
に
は
「
こ
の
先
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
好
奇
心
が
い
や
増
す
世
界
が
展

開
さ
れ
、
想
像
力
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
話
ば
か
り
。
情
景
描
写
の
美
し
さ
が
頭
の
中
を
巡
る
。

つ
い
、
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
中
の
一
つ
の
作
品
が
、「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ

ん
の
朝
ご
は
ん
」
。
こ
の
冒
頭
は
、
あ
の
徒
然
草
を
思
い
出
さ
せ
る
。
朝
日
が
の
ぼ
る
空
気
感
を

そ
の
色
彩
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
児
童
文
学
に
よ
く
登
場
す
る
「
虫
」
。
今
回
は
「
ク
モ
」
と
「
ハ

エ
」
で
あ
る
。
色
眼
鏡
な
し
の
純
真
さ
無
垢
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
作
品
を
何
度
も
読
み
味
わ
い
ど
っ
ぷ
り
と
浸
る
こ
と
が
、
国
語
科
教
育
に
臨

む
教
師
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
る
。
描
写
の
巧
み
さ
、
美
し
さ
に
、「
す
て
き
だ
な
！
」
と
い
う

心
地
よ
き
感
動
が
、
し
っ
と
り
と
心
に
落
ち
て
い
く
快
感
こ
そ
、
鑑
賞
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
教
材
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
。 

さ
て
、
今
回
出
題
の
文
学
的
文
章
で
育
て
た
い
言
葉
の
力
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。 

学
習
指
導
要
領
解
説 

国
語
編
を
踏
ま
え
、「
指
導
事
項
」
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
指

導
の
具
体
が
明
確
に
な
り
、
適
切
な
言
語
活
動
へ
と
連
動
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
整
理
は
、
指

導
事
項
を
、
上
位
「
能
力
」
と
下
位
「
技
能
」
に
立
て
分
け
る
と
理
解
し
や
す
い
。 

            

私
は
、
特
に
、
作
者
の
思
い
や
願
い
を
想
像
し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
気
付
く
こ
と
が
、「
テ

ー
マ
・
主
題
」
と
直
結
す
る
大
事
な
視
点
と
考
え
る
。
文
学
的
文
章
の
命
で
あ
る
「
内
容
的
価

値
」
が
そ
の
物
語
の
中
に
秘
沈
さ
れ
て
い
る
。
児
童
一
人
一
人
の
感
性
で
読
み
取
ら
せ
た
い
と

思
う
。
優
し
さ
の
中
の
葛
藤
、
純
真
さ
と
危
う
さ
、
そ
し
て
共
存
と
自
然
の
摂
理
。
そ
こ
に
こ

そ
真
の
読
解
が
あ
り
、
児
童
の
心
に
涵
養
さ
れ
て
い
く
も
の
と
信
じ
る
。 

さ
て
、
模
擬
授
業
者
の
大
村
氏
は
、
児
童
も
教
師
も
「
学
ぶ
形
は
相
似
形
」
だ
と
言
う
。
児

童
と
同
じ
目
線
の
体
験
を
し
、
そ
の
良
さ
を
参
加
者
は
実
感
し
、
楽
し
く
真
剣
だ
っ
た
。 

大
村
氏
は
、
楽
し
く
学
ぶ
た
め
に
、
書
か
せ
る
こ
と
を
減
ら
し
、
そ
の
分
、
対
話
し
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
後
の
頁
に
譲
る
が
、
次
の
点
に
目
を
見
張
っ
た
。 

①
抵
抗
感
を
減
ら
し
た
対
話
活
動
。
学
び
手
は
、
刺
激
を
受
け
、
即
発
さ
れ
、
良
い
意
味
で

誘
発
さ
れ
て
い
く
体
験
。
そ
の
中
に
個
別
最
適
な
動
き
と
協
働
学
習
が
あ
っ
た
。
②
学
習
観
点

（
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
）
と
そ
の
理
由
が
高
学
年
の
「
指
導
事
項
」
に
沿
っ
た
三
つ
の
観
点
（
人

物
像
・
全
体
像
・
情
景
描
写
）
で
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
。 

「
二
学
期
か
ら
、
子
供
た
ち
に
授
業
す
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。
」
と
の
参
加
者
の
声
。 

暑
さ
の
中
で
は
額
に
汗
し
、
学
び
の
中
で
は
脳
み
そ
に
汗
す
る
向
上
の
教
師
の
姿
。「
子
供
を

主
語
に
し
た
授
業
実
践
」
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

（
東
京
都
清
瀬
市
立
清
瀬
第
四
小
学
校
長
） 

 

〇
低
学
年
で
扱
っ
た
場
合…

「
内
容
の
大
体
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
の
能
力
を
支
え
る
技

能
は
、「
誰
が
何
を
し
た
」
、「
時
間
の
経
過
」
、「
会
話
か
ら
思
い
描
く
人
物
」
等
と
な
る
だ

ろ
う
。
こ
の
技
能
の
習
得
が
あ
っ
て
初
め
て
、
「
大
体
が
読
め
た
」
と
い
う
指
導
事
項
が
身

に
付
い
た
と
い
え
る
。 

〇
中
学
年
で
扱
っ
た
場
合…

「
叙
述
を
基
に
気
持
ち
の
変
化
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
れ
を

支
え
る
技
能
は
、
「
性
格
」
、
「
叙
述
相
互
の
結
び
つ
き
」
、
「
心
情
の
変
化
」
、「
情
景
の
移
り

変
わ
り
」
等
と
な
る
だ
ろ
う
。 

〇
高
学
年
の
学
習
の
場
合…

「
描
写
を
基
に
、
登
場
人
物
相
互
の
関
係
や
そ
の
人
物
像
を
想
像

し
、
表
現
の
効
果
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
の
能
力
を
支
え
る
技
能
は
、
「
気
持
ち
の
変

化
と
行
動
」、「
情
景
描
写
」、「
人
物
像
」
、「
全
体
像
」、「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
」、「
感
動

や
ユ
ー
モ
ア
」、「
暗
示
性
」、
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
」
等
と
な
る
だ
ろ
う
。 

充
実
と
実
感
の
「
全
小
国
研
」 

―
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
生
き
て
働
く
力
を
高
め
る―
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相
似
形
」
だ
と
言
う
。
児

童
と
同
じ
目
線
の
体
験
を
し
、
そ
の
良
さ
を
参
加
者
は
実
感
し
、
楽
し
く
真
剣
だ
っ
た
。 

大
村
氏
は
、
楽
し
く
学
ぶ
た
め
に
、
書
か
せ
る
こ
と
を
減
ら
し
、
そ
の
分
、
対
話
し
て
い
く

こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
後
の
頁
に
譲
る
が
、
次
の
点
に
目
を
見
張
っ
た
。 

①
抵
抗
感
を
減
ら
し
た
対
話
活
動
。
学
び
手
は
、
刺
激
を
受
け
、
即
発
さ
れ
、
良
い
意
味
で

誘
発
さ
れ
て
い
く
体
験
。
そ
の
中
に
個
別
最
適
な
動
き
と
協
働
学
習
が
あ
っ
た
。
②
学
習
観
点

（
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
）
と
そ
の
理
由
が
高
学
年
の
「
指
導
事
項
」
に
沿
っ
た
三
つ
の
観
点
（
人

物
像
・
全
体
像
・
情
景
描
写
）
で
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
。 

「
二
学
期
か
ら
、
子
供
た
ち
に
授
業
す
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。
」
と
の
参
加
者
の
声
。 

暑
さ
の
中
で
は
額
に
汗
し
、
学
び
の
中
で
は
脳
み
そ
に
汗
す
る
向
上
の
教
師
の
姿
。「
子
供
を

主
語
に
し
た
授
業
実
践
」
を
積
み
重
ね
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

（
東
京
都
清
瀬
市
立
清
瀬
第
四
小
学
校
長
） 

 

〇
低
学
年
で
扱
っ
た
場
合…

「
内
容
の
大
体
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
の
能
力
を
支
え
る
技

能
は
、「
誰
が
何
を
し
た
」
、「
時
間
の
経
過
」
、「
会
話
か
ら
思
い
描
く
人
物
」
等
と
な
る
だ

ろ
う
。
こ
の
技
能
の
習
得
が
あ
っ
て
初
め
て
、
「
大
体
が
読
め
た
」
と
い
う
指
導
事
項
が
身

に
付
い
た
と
い
え
る
。 

〇
中
学
年
で
扱
っ
た
場
合…

「
叙
述
を
基
に
気
持
ち
の
変
化
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
れ
を

支
え
る
技
能
は
、
「
性
格
」
、
「
叙
述
相
互
の
結
び
つ
き
」
、
「
心
情
の
変
化
」
、「
情
景
の
移
り

変
わ
り
」
等
と
な
る
だ
ろ
う
。 

〇
高
学
年
の
学
習
の
場
合…

「
描
写
を
基
に
、
登
場
人
物
相
互
の
関
係
や
そ
の
人
物
像
を
想
像

し
、
表
現
の
効
果
を
読
む
こ
と
」
が
能
力
。
そ
の
能
力
を
支
え
る
技
能
は
、
「
気
持
ち
の
変

化
と
行
動
」、「
情
景
描
写
」、「
人
物
像
」
、「
全
体
像
」、「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
場
面
」、「
感
動

や
ユ
ー
モ
ア
」、「
暗
示
性
」、
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
」
等
と
な
る
だ
ろ
う
。 

充
実
と
実
感
の
「
全
小
国
研
」 

―

夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
生
き
て
働
く
力
を
高
め
る―
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「
第
四
回
学
習
指
導
基
本
調
査
」（
２
０
０
７
年
）
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
に
よ
る
と
、

国
語
の
指
導
は
教
職
経
験
年
数
が
増
え
る
ほ
ど
、「
指
導
が
得
意
で
あ
る
」
と
回
答
す
る
教
員

の
割
合
が
多
く
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
様
々
な
解
釈
が
想
定
さ
れ
る
が
、
国
語
科
は
、
教
員

が
学
べ
ば
学
ん
だ
だ
け
、
指
導
技
術
が
向
上
す
る
教
科
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
方

で
、
こ
の
結
果
が
、
教
員
が
教
材
に
慣
れ
て
き
た
と
い
う
理
由
や
、
定
番
教
材
だ
か
ら
と
い

う
理
由
で
指
導
が
し
や
す
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

「
日
本
財
団
『
十
八
歳
意
識
調
査
』
調
べ
」（
２
０
２
４
年
）
に
よ
る
と
、
自
分
自
身
に
つ

い
て
回
答
す
る
項
目
で
、「
勉
強
、
仕
事
、
趣
味
な
ど
何
か
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
」「
目

標
を
立
て
、
何
か
を
達
成
し
た
経
験
が
あ
る
」「
自
分
が
他
人
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け

て
い
る
か
気
に
な
る
」「
日
々
の
生
活
が
楽
し
い
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
２
０
１
９
年
の
調
査
と
比
較
し
て
も
上
昇
傾
向
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
生
き
て
働
く
言
葉
の
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
国

語
の
授
業
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
授
業
の
際
に
は
、
一
人
一
人
を
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
子

供
の
具
体
的
な
姿
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

二二  

学学
習習
指指
導導
要要
領領
でで
目目
指指
すす
ここ
とと  

 
 

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」「
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
に
整
理
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
む
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
知
識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
等
」
を
自
転
車
の
両
輪
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
ば
、「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
は
、

行
き
先
を
決
め
る
ハ
ン
ド
ル
と
考
え
る
と
、
三
つ
の
柱
の
関
係
性
が
理
解
し
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

子
供
た
ち
が
未
知
の
状
況
に
相
対
し
た
際
に
、
今
も
っ
て
い
る
「
知
識
及
び
技
能
」
を
活

用
し
、「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
を
駆
使
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
。
そ

の
過
程
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ま
た
、
新
た
な
「
知
識
及
び
技
能
」
を
習
得
し

て
い
く
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
で
、「
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
」
が
育
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
国
語
科
以
外
の
教
科
等
で
の
取
組
も
視
野
に
入

れ
、
普
段
か
ら
子
供
の
生
活
を
、
こ
の
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
教
室
に
取
り
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三三  

「「
資資
質質
・・
能能
力力
のの
育育
成成
のの
たた
めめ
のの
授授
業業
改改
善善
」」
のの
視視
点点  

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
学
校

教
育
に
お
け
る
質
の
高
い
学
び
を
実
現
し
、
学
習
内
容
を
深
く
理
解
し
、
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
よ
う
に
す
る
。 

子
供
が
、
興
味
・
関
心
を
も
ち
学
習
を
す
す
め
て
い
く
と
、
子
供
同
士
、
子
供
と
教
員
等

が
、
互
い
の
知
見
や
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
、
高
め
た
り
す
る
対
話
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
る
。
こ
の
対
話
的
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
習
得
・
活
用
・
探
究
と
い
う
学
び
の
過
程
の
中
で
、
国
語
科
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
深
い
学
び
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
資
質
・
能
力
の
育
成
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

四四  

国国
語語
科科
のの
目目
標標
のの
確確
認認  

 
 

国
語
科
の
目
標
は
、「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
国

語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
で
あ
る
。

「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
」
と
は
、
児
童
が
学
習
の
中
で
、
対
象
と
言
葉
、

言
葉
と
言
葉
の
関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に
着
目
し
て
捉
え
た
り
、
問
い

直
し
た
り
し
て
、
言
葉
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。「
言
語
活
動
を
通
し
て
」
と
は
、
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
国
語
で
正
確
に
理
解
し

適
切
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力
」
と
は
、
国
語
科
は
国
語
で
理
解
し
表
現
す
る
言
語
能
力
を

育
成
す
る
教
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

子
供
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
言
葉
を
使
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
自
覚
的
に

な
る
こ
と
で
、「
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
」
な
ど
、
適
切
な
使
い
方
を
習
得
し

て
い
く
の
で
あ
る
。 

 
 

国
語
科
の
学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
言
語
活
動
を
行
う
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
は
い

な
い
か
、
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
た
教
材
に
な
っ
て
い
る
か
、
言
語
活
動
か
ら
単
元
を
考
え

て
は
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
言
語
活
動
は
手
段
で
あ
り
、
目
指
す
べ
き

も
の
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
で
あ
る
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。 
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新
た
な
「
知
識
及
び
技
能
」
を
習
得
し

て
い
く
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
で
、「
学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
」
が
育
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
国
語
科
以
外
の
教
科
等
で
の
取
組
も
視
野
に
入

れ
、
普
段
か
ら
子
供
の
生
活
を
、
こ
の
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
教
室
に
取
り
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三三  

「「
資資
質質
・・
能能
力力
のの
育育
成成
のの
たた
めめ
のの
授授
業業
改改
善善
」」
のの
視視
点点  

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
に
立
っ
た
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
学
校

教
育
に
お
け
る
質
の
高
い
学
び
を
実
現
し
、
学
習
内
容
を
深
く
理
解
し
、
資
質
・
能
力
を
身

に
付
け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
よ
う
に
す
る
。 

子
供
が
、
興
味
・
関
心
を
も
ち
学
習
を
す
す
め
て
い
く
と
、
子
供
同
士
、
子
供
と
教
員
等

が
、
互
い
の
知
見
や
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
、
高
め
た
り
す
る
対
話
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
る
。
こ
の
対
話
的
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
習
得
・
活
用
・
探
究
と
い
う
学
び
の
過
程
の
中
で
、
国
語
科
の
場
合
で
あ
れ
ば
、

言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
な
が
ら
、
深
い
学
び
の
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
資
質
・
能
力
の
育
成
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

四四  

国国
語語
科科
のの
目目
標標
のの
確確
認認  

 
 

国
語
科
の
目
標
は
、「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
言
語
活
動
を
通
し
て
、
国

語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
で
あ
る
。

「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
」
と
は
、
児
童
が
学
習
の
中
で
、
対
象
と
言
葉
、

言
葉
と
言
葉
の
関
係
を
、
言
葉
の
意
味
、
働
き
、
使
い
方
等
に
着
目
し
て
捉
え
た
り
、
問
い

直
し
た
り
し
て
、
言
葉
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。「
言
語
活
動
を
通
し
て
」
と
は
、
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
国
語
で
正
確
に
理
解
し

適
切
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力
」
と
は
、
国
語
科
は
国
語
で
理
解
し
表
現
す
る
言
語
能
力
を

育
成
す
る
教
科
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

子
供
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
言
葉
を
使
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
が
、
言
葉
に
自
覚
的
に

な
る
こ
と
で
、「
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
」
な
ど
、
適
切
な
使
い
方
を
習
得
し

て
い
く
の
で
あ
る
。 

 
 

国
語
科
の
学
習
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
言
語
活
動
を
行
う
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
は
い

な
い
か
、
子
供
の
実
態
に
合
わ
せ
た
教
材
に
な
っ
て
い
る
か
、
言
語
活
動
か
ら
単
元
を
考
え

て
は
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
言
語
活
動
は
手
段
で
あ
り
、
目
指
す
べ
き

も
の
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
で
あ
る
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。 
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五五  

学学
習習
過過
程程
のの
充充
実実
（（
学学
習習
過過
程程
のの
明明
確確
化化
、、「「
考考
ええ
のの
形形
成成
」」
のの
重重
視視
））  

 
 

中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
は
、
た
だ
活
動
す
る
だ
け
の
学
習
に
な
ら
な
い
よ
う
、

活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の
か
を
示
す
た
め
、
平
成
２
０
年
告

示
の
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
過
程
を
改
め
て
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
整
理
を

踏
ま
え
、〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
各
領
域
に
お
い
て
、
学
習
過
程
を
一
層
明
確

に
し
、
各
指
導
事
項
を
位
置
付
け
た
。 

 
 

ま
た
、
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
学
習
過
程
を
重
視
し
、「
考

え
の
形
成
」
に
関
す
る
指
導
事
項
を
位
置
付
け
た
。 

（
学
習
指
導
要
領
解
説 

小
学
校
国
語
科
編 

９
ペ
ー
ジ
） 

六六  

学学
習習
評評
価価
のの
改改
善善
のの
基基
本本
的的
なな
方方
向向
性性  

 
 

学
習
評
価
の
位
置
付
け
を
考
え
、
学
校
全
体
と
し
て
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
教
育
活
動
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。 

① 

児
童
生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
児
童
生
徒
が
め
あ
て
に
結
び
付
け
て
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

② 

教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
子
供
の
実
態
を
把
握
し
て
、
常
に
適
切
な
改
善
を
加
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

③ 

こ
れ
ま
で
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
、
必
要
性
・
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
な

い
も
の
は
見
直
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
育
成
す
べ
き
指
導
事
項
を
適
切
に
評
価
で
き
る
評
価
方
法
や
場
面
と
な
っ
て
い
る
か
な

ど
、
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

目
指
す
べ
き
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
の
評
価
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

七七  

「「
指指
導導
とと
評評
価価
のの
一一
体体
化化
」」
のの
たた
めめ
のの
学学
習習
評評
価価
にに
関関
すす
るる
参参
考考
資資
料料  

 
 

事
例
４ 

キ
ー
ワ
ー
ド 

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価 

① 

単
元
名
：
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う 

（
ご
ん
ぎ
つ
ね
）
（
第
４
学
年
）
C
読
む
こ
と 

② 

単
元
で
取
り
上
げ
る
言
語
活
動
： 

物
語
を
読
ん
で
、
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文

章
に
ま
と
め
る
。 

（
関
連
：〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
C
（
２
）
イ
） 

③ 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
進
め
方 

・
単
元
で
取
り
上
げ
る
指
導
事
項
を
確
認
し
、
単
元
の
目
標
と
言
語
活
動
、
評
価
規
準
を

設
定
す
る
。
そ
の
際
、
適
切
な
時
間
に
評
価
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

・
学
習
活
動
を
行
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
子
供
た
ち
の
姿
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
は
、

学
習
指
導
要
領
に
大
ま
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
子
供
の
姿
か
ら
評
価
を
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
に
子
供
の
姿
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

・
１
～
３
時
間
目
で
は
、
評
価
規
準
・
評
価
方
法
と
し
て
は
、「
場
面
の
様
子
や
登
場
人
物

の
言
動
、
様
子
な
ど
を
表
す
語
句
に
つ
い
て
着
目
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
を

確
認
」〔
知
識
・
技
能
①
〕
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
評
価
す
る
と
設
定
し
て
あ
る
。
こ
こ

で
、「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況
の
想
定
は
、「
場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
行
動
、

気
持
ち
や
性
格
を
表
す
言
葉
を
取
り
上
げ
、
言
葉
の
意
味
を
調
べ
た
り
他
の
言
葉
と
比

較
し
た
り
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
記
述
し
て
い
る
児
童
」
と
想
定
し
て
い
る
。 

 
 

・
４
～
７
時
間
目
で
は
、
学
習
課
題
に
応
じ
た
展
開
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
が 

試
行
錯

誤
す
る
場
面
の
確
保
が
重
要
と
な
る
。
評
価
規
準
・
評
価
方
法
と
し
て
は
、「
ご
ん
と
兵

十
の
様
子
や
行
動
、
気
持
ち
の
変
化
に
つ
い
て
想
像
し
て
い
る
か
の
確
認
」〔
思
考
・
判

断
・
表
現
①
〕
を
ノ
ー
ト
か
ら
評
価
す
る
と
設
定
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
、「
お
お
む
ね
満

足
で
き
る
」
状
況
の
想
定
は
、「
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
を
場
面
の
移
り
変
わ
り
と

結
び
つ
け
て
具
体
的
に
想
像
し
、
理
由
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
ご
ん
の
思
い
が
兵
十
に

伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
に
記
述
し
て
い
る
児
童
」
と
想
定
し
て
い
る
。 

八八  

「「
令令
和和
のの
日日
本本
型型
学学
校校
教教
育育
」」
とと
ＧＧ
ＩＩ
ＧＧ
ＡＡ
スス
クク
ーー
ルル
構構
想想  

 
 

学
習
者
と
し
て
の
子
供
の
視
点
を
大
切
に
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
あ
る
教
育
実
践
の
蓄
積
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活
用

を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
に
つ

な
が
る
学
習
活
動
の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 

そ
も
そ
も
、「
授
業
は
何
の
た
め
に
行
う
の
か
」
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
「
資
質
・
能
力

（
指
導
事
項
）
を
育
成
す
る
た
め
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際
の
授
業
を
行
う
前

に
「
育
成
さ
れ
た
子
供
の
姿
の
想
定
」
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
実
現
す
る
国
語
科
の
授
業
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

従
来
の
知
識
伝
達
型
の
授
業
や
、
正
解
主
義
が
中
心
で
あ
っ
た
教
育
か
ら
、
資
質
・
能

力
の
育
成
を
目
指
す
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
先
生
が
教
え
込
む
授
業
」
か

ら
「
子
供
が
学
ぶ
授
業
」
へ
の
転
換
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

【
文
責
】
髙
橋 

誠
人 

五五  

学学
習習
過過
程程
のの
充充
実実
（（
学学
習習
過過
程程
のの
明明
確確
化化
、、「「
考考
ええ
のの
形形
成成
」」
のの
重重
視視
））  

 
 

中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
は
、
た
だ
活
動
す
る
だ
け
の
学
習
に
な
ら
な
い
よ
う
、

活
動
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
の
か
を
示
す
た
め
、
平
成
２
０
年
告

示
の
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
過
程
を
改
め
て
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
整
理
を

踏
ま
え
、〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
の
各
領
域
に
お
い
て
、
学
習
過
程
を
一
層
明
確

に
し
、
各
指
導
事
項
を
位
置
付
け
た
。 

 
 

ま
た
、
す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
学
習
過
程
を
重
視
し
、「
考

え
の
形
成
」
に
関
す
る
指
導
事
項
を
位
置
付
け
た
。 

（
学
習
指
導
要
領
解
説 

小
学
校
国
語
科
編 

９
ペ
ー
ジ
） 

六六  

学学
習習
評評
価価
のの
改改
善善
のの
基基
本本
的的
なな
方方
向向
性性  

 
 

学
習
評
価
の
位
置
付
け
を
考
え
、
学
校
全
体
と
し
て
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
教
育
活
動
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。 

① 

児
童
生
徒
の
学
習
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
児
童
生
徒
が
め
あ
て
に
結
び
付
け
て
活
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

② 

教
師
の
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
子
供
の
実
態
を
把
握
し
て
、
常
に
適
切
な
改
善
を
加
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

③ 

こ
れ
ま
で
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
も
、
必
要
性
・
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
な

い
も
の
は
見
直
し
て
い
く
こ
と 

 
 

・
育
成
す
べ
き
指
導
事
項
を
適
切
に
評
価
で
き
る
評
価
方
法
や
場
面
と
な
っ
て
い
る
か
な

ど
、
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

目
指
す
べ
き
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
の
評
価
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

七七  

「「
指指
導導
とと
評評
価価
のの
一一
体体
化化
」」
のの
たた
めめ
のの
学学
習習
評評
価価
にに
関関
すす
るる
参参
考考
資資
料料  

 
 

事
例
４ 

キ
ー
ワ
ー
ド 

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価 

① 

単
元
名
：
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う 

（
ご
ん
ぎ
つ
ね
）
（
第
４
学
年
）
C
読
む
こ
と 

② 

単
元
で
取
り
上
げ
る
言
語
活
動
： 

物
語
を
読
ん
で
、
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
文

章
に
ま
と
め
る
。 

（
関
連
：〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
C
（
２
）
イ
） 

③ 

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
進
め
方 

・
単
元
で
取
り
上
げ
る
指
導
事
項
を
確
認
し
、
単
元
の
目
標
と
言
語
活
動
、
評
価
規
準
を

設
定
す
る
。
そ
の
際
、
適
切
な
時
間
に
評
価
の
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

・
学
習
活
動
を
行
っ
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
子
供
た
ち
の
姿
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
は
、

学
習
指
導
要
領
に
大
ま
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
子
供
の
姿
か
ら
評
価
を
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
に
子
供
の
姿
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

・
１
～
３
時
間
目
で
は
、
評
価
規
準
・
評
価
方
法
と
し
て
は
、「
場
面
の
様
子
や
登
場
人
物

の
言
動
、
様
子
な
ど
を
表
す
語
句
に
つ
い
て
着
目
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
を

確
認
」〔
知
識
・
技
能
①
〕
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
評
価
す
る
と
設
定
し
て
あ
る
。
こ
こ

で
、「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況
の
想
定
は
、「
場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
行
動
、

気
持
ち
や
性
格
を
表
す
言
葉
を
取
り
上
げ
、
言
葉
の
意
味
を
調
べ
た
り
他
の
言
葉
と
比

較
し
た
り
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
記
述
し
て
い
る
児
童
」
と
想
定
し
て
い
る
。 

 
 

・
４
～
７
時
間
目
で
は
、
学
習
課
題
に
応
じ
た
展
開
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
が 

試
行
錯

誤
す
る
場
面
の
確
保
が
重
要
と
な
る
。
評
価
規
準
・
評
価
方
法
と
し
て
は
、「
ご
ん
と
兵

十
の
様
子
や
行
動
、
気
持
ち
の
変
化
に
つ
い
て
想
像
し
て
い
る
か
の
確
認
」〔
思
考
・
判

断
・
表
現
①
〕
を
ノ
ー
ト
か
ら
評
価
す
る
と
設
定
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
、「
お
お
む
ね
満

足
で
き
る
」
状
況
の
想
定
は
、「
登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
を
場
面
の
移
り
変
わ
り
と

結
び
つ
け
て
具
体
的
に
想
像
し
、
理
由
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
ご
ん
の
思
い
が
兵
十
に

伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
に
記
述
し
て
い
る
児
童
」
と
想
定
し
て
い
る
。 

八八  

「「
令令
和和
のの
日日
本本
型型
学学
校校
教教
育育
」」
とと
ＧＧ
ＩＩ
ＧＧ
ＡＡ
スス
クク
ーー
ルル
構構
想想  

 
 

学
習
者
と
し
て
の
子
供
の
視
点
を
大
切
に
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
あ
る
教
育
実
践
の
蓄
積
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活
用

を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
に
つ

な
が
る
学
習
活
動
の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 

そ
も
そ
も
、「
授
業
は
何
の
た
め
に
行
う
の
か
」
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
「
資
質
・
能
力

（
指
導
事
項
）
を
育
成
す
る
た
め
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際
の
授
業
を
行
う
前

に
「
育
成
さ
れ
た
子
供
の
姿
の
想
定
」
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
実
現
す
る
国
語
科
の
授
業
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

従
来
の
知
識
伝
達
型
の
授
業
や
、
正
解
主
義
が
中
心
で
あ
っ
た
教
育
か
ら
、
資
質
・
能

力
の
育
成
を
目
指
す
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
先
生
が
教
え
込
む
授
業
」
か

ら
「
子
供
が
学
ぶ
授
業
」
へ
の
転
換
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

【
文
責
】
髙
橋 

誠
人 



全小国研会報第98号 発行　令和６年11月18日(4)

夏夏
季季
実実
践践
交交
流流
セセ
ミミ
ナナ
ーー
・・
模模
擬擬
授授
業業
とと
授授
業業
考考
察察
のの
報報
告告  

授
業
者 

福
岡
教
育
大
学
附
属
福
岡
小
学
校 

教
頭 

大
村 

拓
也 

先
生 

 
単
元
名 

物
語
を
選
ん
で
読
み
、
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
説
明
し
よ
う 

～
質
の
高
い
言
語
活
動
と
は
『
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
／
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝

ご
は
ん
』
～ 

 
 
 
 
―

令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

読
む
こ
と
の
問
題
に
学
ぶ
授
業
改
善

の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

 

教
材
名 

教
科
書
教
材 

「
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
／
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
作 

松
井
ス
ー
ザ
ン
（
令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

読
む
こ
と
調
査
問
題
） 

 

一一  

実実
践践
のの
趣趣
旨旨  

  

  
  

令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 
読
む
こ
と
調
査
問
題
か
ら
、
児
童
が
「
資

質
・
能
力
」
を
発
揮
し
た
く
な
る
状
況
を
作
り
出
す
授
業
づ
く
り
を
行
う 

 

二二  

実実
践践
のの
ねね
らら
いい  

 
 

 

物
語
を
選
ん
で
読
み
、
複
数
の
叙
述
を
関
連
付
け
、
登
場
人
物
の
心
情
変
化
や
相
互
関

係
、
情
景
描
写
等
を
基
に
人
物
像
や
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

三三  

授授
業業
づづ
くく
りり
のの
ポポ
イイ
ンン
トト  

 

◇
質
の
高
い
言
語
活
動
の
条
件
と
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
授
業
づ
く
り 

① 

夢
中
・
没
頭
没
我 

② 

常
時
問
い
続
け
・
問
い
直
す 

③ 

知
量
が
善
し
悪
し
を

決
め
な
い 

④ 

個
別
・
協
働
が
必
然
的
に
起
き
る 

⑤ 

指
導
事
項
の
達
成 

 

① 

か
ら
⑤
を
踏
ま
え
て
、
児
童
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
教
師
が
教
材
・
共

同
体
・
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
資
質
・
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
単
元
や
言
語
生
活
へ
の
接
続
を
教
師
が
仕
組
む
こ
と
で
、
児
童
は
、

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
自
分
を
自
覚
化
・
内
在
化
で
き
る
。「
教
え
る
」
の
で
は
な

く
「
引
き
出
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

    

四四  

模模
擬擬
授授
業業
のの
実実
際際  

 

（
一
）
指
導
事
項
を
観
点
に
、
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
と
理
由
を
書
き
ま
と
め
る
。 

 
 

 
 
 

「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
を
読
み
、
付
箋
に
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
と

そ
の
理
由
に
近
い
付
箋
を
選
択
す
る
。
黄
色
（
人
物
像
）
、
緑
（
全
体
像
）、
青
（
情

景
描
写
）
と
色
分
け
さ
れ
た
付
箋
に
本
文
か
ら
複
数
の
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
な
が

ら
書
き
込
ん
で
い
く
。 

 

（
二
）
心
に
残
っ
た
理
由
を
話
し
合
い
、
根
拠
を
付
加
・
修
正
す
る
。 

 
 

 
 
 

グ
ル
ー
プ
で
、
付
箋
を
活
用
し
な
が
ら
話
し
合
う
。
話
合
い
は
、
全
文
シ
ー
ト
を

活
用
し
、
付
箋
を
貼
り
付
け
た
り
、
書
き
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
行
う
。 

 

（
三
）
全
体
共
有
し
、
感
じ
方
の
違
い
を
話
し
合
う
。 

 
 

 
 
 

心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
、
観
点
別
に
色
分
け
し
た
画
用
紙
を
持
っ
て
、
異
な
る
感

じ
方
の
読
者
を
探
し
、
根
拠
や
解
釈
の
違
い
を
数
多
く
共
有
す
る
。 

 

（
四
）
学
び
を
振
り
返
る
。 

 
 

 
 
 

自
分
の
授
業
像
を
更
新
す
る
た
め
に
、
自
分
自
身
へ
前
向
き
な
言
葉
を
残
す
。 

 

五五  

授授
業業
考考
察察  

 
 

 

東
村
山
市
立
久
米
川
東
小
学
校 

校
長 

元 

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

学
力
調
査
官
・
教
育
課
程
調
査
官 

 

西
川 

さ
や
か 

先
生 

 

〇
令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
大
問
三
に
授
業
改
善
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
教
師
が
授
業
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
自
校
の
回
答
率
や
無
回
答
率
を
踏
ま
え
て
、
分
析
・
調
査
、
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

 

〇
全
文
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
付
箋
を
移
動
し
な
が
ら
交
流
を
し
た
模
擬
授
業
の
よ
う
に
、
児

童
が
根
拠
を
つ
な
ぎ
理
由
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
児
童
の
資

質
・
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

 

〇
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
度
告
示
）
解
説
国
語
編
」
１９６
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
教

科
の
目
標
、
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
の
系
統
表
」
を
基
に
質
の
高
い
言
語
活
動
を
単
元

に
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
学
ぶ
目
的
や
意
義
、
価
値
そ
し
て

楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
言
語
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

【
文
責
】
山
内 

隆
太 

夏夏
季季
実実
践践
交交
流流
セセ
ミミ
ナナ
ーー
・・
模模
擬擬
授授
業業
とと
授授
業業
考考
察察
のの
報報
告告  

授
業
者 

福
岡
教
育
大
学
附
属
福
岡
小
学
校 

教
頭 

大
村 

拓
也 

先
生 

 
単
元
名 

物
語
を
選
ん
で
読
み
、
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
説
明
し
よ
う 

～
質
の
高
い
言
語
活
動
と
は
『
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
／
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝

ご
は
ん
』
～ 

 
 
 
 
―

令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

読
む
こ
と
の
問
題
に
学
ぶ
授
業
改
善

の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

 

教
材
名 

教
科
書
教
材 
「
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な
し
／
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
作 

松
井
ス
ー
ザ
ン
（
令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

読
む
こ
と
調
査
問
題
） 

 

一一  

実実
践践
のの
趣趣
旨旨  

  

  
  

令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

読
む
こ
と
調
査
問
題
か
ら
、
児
童
が
「
資

質
・
能
力
」
を
発
揮
し
た
く
な
る
状
況
を
作
り
出
す
授
業
づ
く
り
を
行
う 

 

二二  

実実
践践
のの
ねね
らら
いい  

 
 

 

物
語
を
選
ん
で
読
み
、
複
数
の
叙
述
を
関
連
付
け
、
登
場
人
物
の
心
情
変
化
や
相
互
関

係
、
情
景
描
写
等
を
基
に
人
物
像
や
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

三三  

授授
業業
づづ
くく
りり
のの
ポポ
イイ
ンン
トト  

 

◇
質
の
高
い
言
語
活
動
の
条
件
と
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
授
業
づ
く
り 

① 

夢
中
・
没
頭
没
我 

② 

常
時
問
い
続
け
・
問
い
直
す 

③ 

知
量
が
善
し
悪
し
を

決
め
な
い 

④ 

個
別
・
協
働
が
必
然
的
に
起
き
る 

⑤ 

指
導
事
項
の
達
成 

 

① 

か
ら
⑤
を
踏
ま
え
て
、
児
童
の
資
質
・
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
教
師
が
教
材
・
共

同
体
・
環
境
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
資
質
・
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
単
元
や
言
語
生
活
へ
の
接
続
を
教
師
が
仕
組
む
こ
と
で
、
児
童
は
、

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
自
分
を
自
覚
化
・
内
在
化
で
き
る
。「
教
え
る
」
の
で
は
な

く
「
引
き
出
す
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

    

四四  

模模
擬擬
授授
業業
のの
実実
際際  

 

（
一
）
指
導
事
項
を
観
点
に
、
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
と
理
由
を
書
き
ま
と
め
る
。 

 
 

 
 
 

「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
を
読
み
、
付
箋
に
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
と

そ
の
理
由
に
近
い
付
箋
を
選
択
す
る
。
黄
色
（
人
物
像
）
、
緑
（
全
体
像
）、
青
（
情

景
描
写
）
と
色
分
け
さ
れ
た
付
箋
に
本
文
か
ら
複
数
の
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
な
が

ら
書
き
込
ん
で
い
く
。 

 

（
二
）
心
に
残
っ
た
理
由
を
話
し
合
い
、
根
拠
を
付
加
・
修
正
す
る
。 

 
 

 
 
 

グ
ル
ー
プ
で
、
付
箋
を
活
用
し
な
が
ら
話
し
合
う
。
話
合
い
は
、
全
文
シ
ー
ト
を

活
用
し
、
付
箋
を
貼
り
付
け
た
り
、
書
き
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
行
う
。 

 

（
三
）
全
体
共
有
し
、
感
じ
方
の
違
い
を
話
し
合
う
。 

 
 

 
 
 

心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
を
、
観
点
別
に
色
分
け
し
た
画
用
紙
を
持
っ
て
、
異
な
る
感

じ
方
の
読
者
を
探
し
、
根
拠
や
解
釈
の
違
い
を
数
多
く
共
有
す
る
。 

 

（
四
）
学
び
を
振
り
返
る
。 

 
 

 
 
 

自
分
の
授
業
像
を
更
新
す
る
た
め
に
、
自
分
自
身
へ
前
向
き
な
言
葉
を
残
す
。 

 

五五  

授授
業業
考考
察察  

 
 

 

東
村
山
市
立
久
米
川
東
小
学
校 

校
長 

元 

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

学
力
調
査
官
・
教
育
課
程
調
査
官 

 

西
川 

さ
や
か 

先
生 

 

〇
令
和
六
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
大
問
三
に
授
業
改
善
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、
教
師
が
授
業
改
善
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
自
校
の
回
答
率
や
無
回
答
率
を
踏
ま
え
て
、
分
析
・
調
査
、
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。 

 

〇
全
文
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
付
箋
を
移
動
し
な
が
ら
交
流
を
し
た
模
擬
授
業
の
よ
う
に
、
児

童
が
根
拠
を
つ
な
ぎ
理
由
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
が
児
童
の
資

質
・
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

 

〇
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
度
告
示
）
解
説
国
語
編
」
１９６
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
教

科
の
目
標
、
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
の
系
統
表
」
を
基
に
質
の
高
い
言
語
活
動
を
単
元

に
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
学
ぶ
目
的
や
意
義
、
価
値
そ
し
て

楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
言
語
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。 

【
文
責
】
山
内 

隆
太 
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【【
第第
一一
分分
科科
会会
】】  

「『
伝
わ
っ
た
』
達
成
感
を
実
感
で
き
る
学
び
の
場
づ
く
り
」 

 
「
ス
イ
ミ
ー
」
を
読
ん
だ
感
想
を
伝
え
よ
う 

―

六
年
生
と
の
交
流
を
通
し
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

発
表
者 

広
島
市
立
高
南
小
学
校 

岩
見 

拓
也 

先
生 

一一  
主主
なな
発発
表表
内内
容容  

 

○
「
ス
イ
ミ
ー
」
を
読
ん
で
想
像
を
広
げ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
六
年
生
に
伝
え
る
と
い

う
言
語
活
動
を
設
定
し
、
児
童
が
主
体
的
に
読
む
こ
と
の
で
き
る
単
元
を
開
発
し
た
。 

 

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
用
い
た
動
作
化
や
大
き
な
挿
絵
を
使
っ
て
、
物
語
の
世
界
に
入
り
込
み
、

児
童
の
想
像
が
広
が
る
よ
う
に
指
導
方
法
を
工
夫
し
た
。 

 

○
体
育
科
の
表
現
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
動
作
化
に
つ
な
げ
た
り
、
同
じ
作

者
の
本
を
教
室
に
置
い
て
、
作
品
の
世
界
観
を
感
じ
取
ら
せ
た
り
、
単
元
を
通
し
た
学
習

の
「
計
画
書
」
を
書
か
せ
た
り
す
る
な
ど
し
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

学
習
の
必
然
性
を
生
む
た
め
に
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に
も
た
せ
た
の
か
。
。 

 

Ａ 

六
年
生
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
そ
の
関
係
性
か
ら
「
六
年
生
に
見
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し

い
ね
。
自
慢
し
て
み
よ
う
か
。」
と
の
投
げ
か
け
で
、
課
題
意
識
を
も
た
せ
た
。 

 

Ｑ 

発
表
を
行
う
た
め
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。 

 

Ａ 

伝
え
た
い
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
メ
モ
さ
せ
て
、
そ
れ
を
元
に
話
を
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

読
み
を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
交
流
を
さ
せ
て
、
思
い
思
い
に
話
を
さ
せ
た
。
六
年
生
が

上
手
に
聞
き
出
し
て
く
れ
た
こ
と
で
読
み
が
深
め
ら
れ
た
。 

 

Ｑ 

想
像
を
広
げ
る
た
め
に
本
文
を
ど
の
様
に
読
ん
で
い
っ
た
の
か
。 

 

Ａ 

児
童
が
大
事
な
言
葉
に
着
目
し
た
り
、
動
作
化
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
読
ま
せ
た
。

交
流
す
る
時
間
を
と
っ
た
こ
と
で
、
一
人
の
読
み
を
全
体
に
広
げ
た
。 

 

Ｑ 

六
年
生
と
し
て
の
学
び
は
あ
っ
た
か
。 

 

Ａ 

六
年
生
と
し
て
は
、
「
相
手
の
話
を
肯
定
的
に
聞
く
」
「
相
手
か
ら
詳
し
く
聞
き
出
す
」

と
い
う
課
題
意
識
で
取
り
組
み
、
対
話
す
る
力
が
高
ま
っ
て
い
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 
 
 

 
 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

顧
問 

岩
本 

和
貴 
先
生 

 

○
よ
り
大
き
な
視
点
で
一
つ
の
授
業
を
捉
え
る
。
国
語
科
の
学
習
を
通
し
て
、
豊
か
に
生
き

る
力
を
付
け
さ
せ
て
い
く
。
今
回
の
授
業
で
は
、
六
年
生
に
自
分
た
ち
の
学
び
を
伝
え
る

と
い
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
の
価
値
に
気
付
か
せ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。 

○
普
段
か
ら
異
学
年
交
流
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
六
年
生
と
の
交
流
は
、
自
然
と
必
然
性

が
生
ま
れ
、
児
童
の
意
欲
に
つ
な
が
り
主
体
的
な
学
び
と
な
っ
た
。 

○
動
作
化
を
用
い
て
想
像
を
広
げ
さ
せ
る
た
め
の
準
備
、
想
定
を
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
想
像
を
さ
せ
た
い
か
事
前
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
お
く
と
よ
い
。 

○
学
習
の
目
的
・
意
義
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
児
童
の
言
動
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
を
具
体
的
に
児
童
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
さ
ら
に
学
び
の
質
を
高
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
文
責
】
小
原 

太
一 

【【
第第
二二
分分
科科
会会
】】「「
低
学
年
期
に
お
け
る
「
事
柄
の
順
序
」
に
関
す
る
学
習
指
導
の
可
能
性
」 

 
 

―

「
う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ
」
に
対
す
る
学
習
者
の
見
方
・
考
え
方
を
中
心
に
ー 

発
表
者 

 

山
梨
大
学
教
育
学
部
付
属
小
学
校 

石
川 

和
彦 

先
生 

一一  

主主
なな
発発
表表
内内
容容  

 

○
「
事
例
内
の
説
明
の
順
序
を
理
解
し
て
い
る
か
」「
教
材
内
の
事
例
の
順
序
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
」
を
確
実
に
育
成
し
、
評
価
を
し
て
い
く
た
め
に
、
教
科
書
に
な
い
四
つ
め
の

事
例
を
検
討
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
た
。 

 

○
四
つ
め
の
事
例
に
つ
い
て
、
教
材
内
の
ど
の
位
置
に
入
る
か
、
自
分
の
考
え
を
四
カ
所
か

ら
選
び
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
示
し
た
。
自
分
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
を
出
し
合
い
、

学
級
内
で
共
有
し
た
。 

 

〇
共
有
の
場
の
中
で
、
自
分
の
考
え
を
再
考
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
言
語
化
し
た
り
す
る

活
動
を
ね
ら
っ
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

四
つ
目
の
事
例
は
答
え
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
単
元
の
終
わ
り
方
を
す
る
の
か
。 

 

Ａ 

四
つ
目
の
事
例
を
本
文
の
ど
こ
に
入
れ
る
か
を
、
そ
の
わ
け
を
と
も
な
っ
て
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
単
元
の
終
わ
り
の
子
供
の
姿
と
し
て
目
指
し
た
。 

 

Ｑ 

授
業
後
、
ど
の
よ
う
な
児
童
の
姿
を
ね
ら
っ
て
い
る
。 

 

Ａ 

友
人
の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
再
考
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
言
語
化
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。
特
に
事
例
の
順
序
性
に
関
す

る
見
方
を
児
童
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

 

Ｑ 

理
由
は
ど
の
く
ら
い
書
け
て
い
た
か
。 

 

Ａ 

本
時
で
の
全
体
共
有
の
場
が
効
果
的
に
作
用
し
、
八
割
程
度
の
児
童
が
順
序
性
に
関
す

る
言
葉
を
用
い
て
理
由
を
書
い
て
い
た
。
そ
の
他
の
児
童
も
思
考
途
中
で
、
も
う
少
し

時
間
が
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
所 

阿
部 

澄
子 

先
生 

 

○
事
柄
の
順
序
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
低
学
年
で
も
大

切
で
あ
る
。「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
ど
こ
で
も
指
導
事
項

に
も
な
っ
て
い
る
。 

○
育
て
た
い
資
質
・
能
力
が
明
確
な
単
元
設
定
で
あ
り
、
学
習
者
の
主
体
的
な
学
び
と
な
っ

た
。 

〇
教
科
書
に
は
な
い
四
つ
め
の
事
例
を
検
討
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
児
童
が

事
柄
の
順
序
性
を
考
え
、
さ
ら
に
、
根
拠
を
も
っ
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
他
者
の

考
え
に
ふ
れ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
再
考
す
る
学
び
に
つ
な
が
っ
た
。 

〇
四
つ
め
の
事
例
を
提
示
し
た
が
、
時
間
が
許
せ
ば
、
図
鑑
で
自
分
の
選
ん
だ
生
き
物
で
書

く
活
動
も
よ
い
の
で
は
な
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
文
責
】
市
川 

こ
ず
え 
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季季
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交交
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ミミ
ナナ
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授授
業業
実実
践践
発発
表表
とと
協協
議議
会会 

【【
第第
一一
分分
科科
会会
】】  

「『
伝
わ
っ
た
』
達
成
感
を
実
感
で
き
る
学
び
の
場
づ
く
り
」 

 

「
ス
イ
ミ
ー
」
を
読
ん
だ
感
想
を
伝
え
よ
う 

―

六
年
生
と
の
交
流
を
通
し
て―

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

発
表
者 

広
島
市
立
高
南
小
学
校 

岩
見 

拓
也 

先
生 

一一  
主主
なな
発発
表表
内内
容容  

 

○
「
ス
イ
ミ
ー
」
を
読
ん
で
想
像
を
広
げ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
六
年
生
に
伝
え
る
と
い

う
言
語
活
動
を
設
定
し
、
児
童
が
主
体
的
に
読
む
こ
と
の
で
き
る
単
元
を
開
発
し
た
。 

 

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
用
い
た
動
作
化
や
大
き
な
挿
絵
を
使
っ
て
、
物
語
の
世
界
に
入
り
込
み
、

児
童
の
想
像
が
広
が
る
よ
う
に
指
導
方
法
を
工
夫
し
た
。 

 

○
体
育
科
の
表
現
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
動
作
化
に
つ
な
げ
た
り
、
同
じ
作

者
の
本
を
教
室
に
置
い
て
、
作
品
の
世
界
観
を
感
じ
取
ら
せ
た
り
、
単
元
を
通
し
た
学
習

の
「
計
画
書
」
を
書
か
せ
た
り
す
る
な
ど
し
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

学
習
の
必
然
性
を
生
む
た
め
に
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に
も
た
せ
た
の
か
。
。 

 

Ａ 

六
年
生
と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
そ
の
関
係
性
か
ら
「
六
年
生
に
見
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し

い
ね
。
自
慢
し
て
み
よ
う
か
。」
と
の
投
げ
か
け
で
、
課
題
意
識
を
も
た
せ
た
。 

 

Ｑ 

発
表
を
行
う
た
め
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。 

 

Ａ 

伝
え
た
い
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
メ
モ
さ
せ
て
、
そ
れ
を
元
に
話
を
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

読
み
を
深
め
さ
せ
る
た
め
に
交
流
を
さ
せ
て
、
思
い
思
い
に
話
を
さ
せ
た
。
六
年
生
が

上
手
に
聞
き
出
し
て
く
れ
た
こ
と
で
読
み
が
深
め
ら
れ
た
。 

 

Ｑ 

想
像
を
広
げ
る
た
め
に
本
文
を
ど
の
様
に
読
ん
で
い
っ
た
の
か
。 

 

Ａ 

児
童
が
大
事
な
言
葉
に
着
目
し
た
り
、
動
作
化
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
読
ま
せ
た
。

交
流
す
る
時
間
を
と
っ
た
こ
と
で
、
一
人
の
読
み
を
全
体
に
広
げ
た
。 

 

Ｑ 

六
年
生
と
し
て
の
学
び
は
あ
っ
た
か
。 

 

Ａ 

六
年
生
と
し
て
は
、
「
相
手
の
話
を
肯
定
的
に
聞
く
」
「
相
手
か
ら
詳
し
く
聞
き
出
す
」

と
い
う
課
題
意
識
で
取
り
組
み
、
対
話
す
る
力
が
高
ま
っ
て
い
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 
 
 

 
 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

顧
問 

岩
本 
和
貴 

先
生 

 

○
よ
り
大
き
な
視
点
で
一
つ
の
授
業
を
捉
え
る
。
国
語
科
の
学
習
を
通
し
て
、
豊
か
に
生
き

る
力
を
付
け
さ
せ
て
い
く
。
今
回
の
授
業
で
は
、
六
年
生
に
自
分
た
ち
の
学
び
を
伝
え
る

と
い
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と
の
価
値
に
気
付
か
せ
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。 

○
普
段
か
ら
異
学
年
交
流
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
六
年
生
と
の
交
流
は
、
自
然
と
必
然
性

が
生
ま
れ
、
児
童
の
意
欲
に
つ
な
が
り
主
体
的
な
学
び
と
な
っ
た
。 

○
動
作
化
を
用
い
て
想
像
を
広
げ
さ
せ
る
た
め
の
準
備
、
想
定
を
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
想
像
を
さ
せ
た
い
か
事
前
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
お
く
と
よ
い
。 

○
学
習
の
目
的
・
意
義
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
児
童
の
言
動
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
を
具
体
的
に
児
童
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
さ
ら
に
学
び
の
質
を
高
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
文
責
】
小
原 

太
一 

【【
第第
二二
分分
科科
会会
】】「「
低
学
年
期
に
お
け
る
「
事
柄
の
順
序
」
に
関
す
る
学
習
指
導
の
可
能
性
」 

 
 

―

「
う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ
」
に
対
す
る
学
習
者
の
見
方
・
考
え
方
を
中
心
に
ー 

発
表
者 

 

山
梨
大
学
教
育
学
部
付
属
小
学
校 

石
川 

和
彦 

先
生 

一一  

主主
なな
発発
表表
内内
容容  

 

○
「
事
例
内
の
説
明
の
順
序
を
理
解
し
て
い
る
か
」「
教
材
内
の
事
例
の
順
序
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
か
」
を
確
実
に
育
成
し
、
評
価
を
し
て
い
く
た
め
に
、
教
科
書
に
な
い
四
つ
め
の

事
例
を
検
討
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
た
。 

 

○
四
つ
め
の
事
例
に
つ
い
て
、
教
材
内
の
ど
の
位
置
に
入
る
か
、
自
分
の
考
え
を
四
カ
所
か

ら
選
び
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
示
し
た
。
自
分
が
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
を
出
し
合
い
、

学
級
内
で
共
有
し
た
。 

 

〇
共
有
の
場
の
中
で
、
自
分
の
考
え
を
再
考
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
言
語
化
し
た
り
す
る

活
動
を
ね
ら
っ
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

四
つ
目
の
事
例
は
答
え
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
単
元
の
終
わ
り
方
を
す
る
の
か
。 

 

Ａ 

四
つ
目
の
事
例
を
本
文
の
ど
こ
に
入
れ
る
か
を
、
そ
の
わ
け
を
と
も
な
っ
て
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
単
元
の
終
わ
り
の
子
供
の
姿
と
し
て
目
指
し
た
。 

 

Ｑ 

授
業
後
、
ど
の
よ
う
な
児
童
の
姿
を
ね
ら
っ
て
い
る
。 

 

Ａ 

友
人
の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
の
考
え
を
再
考
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
言
語
化
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。
特
に
事
例
の
順
序
性
に
関
す

る
見
方
を
児
童
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

 

Ｑ 

理
由
は
ど
の
く
ら
い
書
け
て
い
た
か
。 

 

Ａ 

本
時
で
の
全
体
共
有
の
場
が
効
果
的
に
作
用
し
、
八
割
程
度
の
児
童
が
順
序
性
に
関
す

る
言
葉
を
用
い
て
理
由
を
書
い
て
い
た
。
そ
の
他
の
児
童
も
思
考
途
中
で
、
も
う
少
し

時
間
が
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
所 

阿
部 

澄
子 

先
生 

 

○
事
柄
の
順
序
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
低
学
年
で
も
大

切
で
あ
る
。「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
ど
こ
で
も
指
導
事
項

に
も
な
っ
て
い
る
。 

○
育
て
た
い
資
質
・
能
力
が
明
確
な
単
元
設
定
で
あ
り
、
学
習
者
の
主
体
的
な
学
び
と
な
っ

た
。 

〇
教
科
書
に
は
な
い
四
つ
め
の
事
例
を
検
討
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
た
こ
と
で
、
児
童
が

事
柄
の
順
序
性
を
考
え
、
さ
ら
に
、
根
拠
を
も
っ
て
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、
他
者
の

考
え
に
ふ
れ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
再
考
す
る
学
び
に
つ
な
が
っ
た
。 

〇
四
つ
め
の
事
例
を
提
示
し
た
が
、
時
間
が
許
せ
ば
、
図
鑑
で
自
分
の
選
ん
だ
生
き
物
で
書

く
活
動
も
よ
い
の
で
は
な
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
文
責
】
市
川 

こ
ず
え 
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【【
第第
三三
分分
科科
会会
】】  

「「
言
語
活
動
を
豊
か
に
し
て
い
く
国
語
科
学
習
」 

 

～
読
書
レ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
児
童
の
姿
を
目
指
し
て
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者 

千
葉
県
千
葉
市
立
花
園
小
学
校 

石
井 

桃
子 

先
生 

一一  
主主
なな
発発
表表
内内
容容  

〇
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
自
ら
必
要
な
情
報
を
探
し
、
判
断
す
る
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

そ
こ
で
「
レ
ビ
ュ
ー
」
を
意
見
文
と
し
て
捉
え
、
自
分
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
選
び
、

信
頼
で
き
る
文
を
探
し
出
す
力
の
育
成
を
狙
っ
た
。
書
い
て
あ
る
こ
と
を
全
部
信
じ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。 

〇
子
供
た
ち
が
自
分
で
絵
本
を
選
ん
で
読
み
、
選
ん
だ
絵
本
の
レ
ビ
ュ
ー
を
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ

ト
「
絵
本
ナ
ビ
」
で
調
査
し
た
。
そ
し
て
、
読
み
た
く
な
る
、
主
張
に
納
得
す
る
、
興
味

を
そ
そ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
自
分
で
「
信
頼
で
き
る
レ
ビ
ュ
ー
」
を
探
し
出
し
た
。
そ

の
レ
ビ
ュ
ー
を
基
に
、「AIA

I
モ
ン
キ
ー
」
と
い
う
ア
プ
リ
と
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ビ
ュ
ー
や
感
想
を
書
い
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

Ｑ 

こ
の
単
元
は
、「
読
み
」
な
の
か
、「
書
き
」
な
の
か
。
ま
た
、
何
を
も
っ
て
評
価
を
し

た
の
か
。 

Ａ 

自
分
の
信
頼
で
き
る
レ
ビ
ュ
ー
を
選
べ
る
か
、
そ
れ
は
根
拠
の
あ
る
言
葉
を
選
ん
で
い

る
の
か
を
基
に
評
価
し
た
。
こ
こ
は
読
書
単
元
と
し
て
扱
っ
た
。 

Ｑ 

教
科
書
を
用
い
た
授
業
も
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
語
彙
力
を
高
め
る
方
法
を
教
え
て

欲
し
い
。 

Ａ 

こ
の
授
業
の
裏
の
目
標
と
し
て
、「
語
彙
を
増
や
す
」
こ
と
も
あ
っ
た
。
絵
本
ナ
ビ
を
使

っ
て
ど
ん
な
言
葉
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
思
い
に
な
り
他
の
言
葉
に
触
れ
る
機
会
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
姿
は
辞
書
を
引
い
て
み
よ
う
と
か
、
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
み
よ
う
と

か
と
い
う
思
い
に
さ
せ
、 

「
語
彙
力
」
を
増
や
す
も
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
小
学
校
国
語
研
究
所 

福
本 
菊
江 

先
生 

〇
読
書
レ
ビ
ュ
ー
は
、
ま
ず
モ
デ
ル
文
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
レ
ビ
ュ
ー
」
を
書
く

時
は
、
何
文
字
以
内
と
い
う
指
定
が
あ
る
。「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の
資
料
」
を
参
考
に
し

な
が
ら
「
一
押
し
の
作
品
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く
」
と
い
う
例
が
良
か
っ
た
。
モ
デ
ル
文
を
読

ん
で
「
こ
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
モ
デ
ル
文
が
大
事
。
そ
し
て
、「
自
分
も

読
書
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て
み
た
い
」
と
自
分
の
言
葉
で
書
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

〇
「
読
書
好
き
の
子
供
の
育
成
」
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
読
書
が
、
語
彙
を
増
や
す
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
。
学
級
文
庫
を
整
備
し
、
常
に
本
が
読
め
る
教
室
に
す
る
。
並
行
読
書

を
し
た
り
、
地
域
の
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
た
り
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が
読

ん
だ
本
を
紹
介
し
た
り
、
読
ん
だ
本
一
覧
表
を
掲
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
同
士

で
刺
激
し
合
う
こ
と
も
よ
い
。 

〇
先
生
自
身
が
本
好
き
に
な
る
。
本
を
紹
介
し
た
り
、
山
場
だ
け
で
も
読
ん
で
あ
げ
た
り
す

る
。
子
供
が
本
に
触
れ
る
場
を
設
け
「
本
が
大
好
き
」
と
い
う
子
供
を
育
て
て
欲
し
い
。 

【
文
責
】
棚
橋 

香
織 

【【
第第
四四
分分
科科
会会
】】  

「
言
葉
の
よ
さ
に
気
付
き
、
親
し
み
、
日
常
生
活
に
生
か
す
単
元
づ
く
り
」 

発
表
者 

東
京
都
練
馬
区
立
向
山
小
学
校 

岡
﨑 

智
子 

先
生 

一一  

主主
なな
発発
表表
内内
容容  

〇
「
二
年
三
組
、
〇
〇
『
思
い
出
ブ
ッ
ク
』
を
作
ろ
う
（
二
十
七
時
間
）
」
と
「
二
月
の
日
記

を
く
わ
し
く
し
よ
う
（
五
時
間
）
」
か
ら
の
実
践
報
告
。 

〇
日
常
生
活
の
中
か
ら
こ
と
ば
を
集
め
て
い
く
「
こ
と
ば
カ
ー
ド
」
か
ら
、
俳
句
作
り
や
給

食
レ
ポ
ー
ト
づ
く
り
等
の
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
集
め
る
言
葉
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
指
導
す
る
言
葉
や
表
現
の
一
覧
」（
年
間
計
画
）
を
作
成
し
、
意
図
的
計
画
的
に
子
供

た
ち
に
取
り
組
ま
せ
て
き
た
。 

〇
さ
ら
に
日
記
を
詳
し
く
書
き
表
す
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。「
こ
と
ば
カ
ー
ド
」
に
書
き
溜
め

た
言
葉
を
つ
か
い
、
日
常
生
活
を
日
記
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
年
間
二
か
ら
三
冊
に
な

る
。 

〇
自
分
が
詳
し
く
し
た
い
表
現
を
考
え
る
活
動
の
場
面
で
は
、
友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、

詳
し
く
表
現
す
る
こ
と
意
識
さ
せ
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、「
大
き
な
声
」
を
、

「
教
室
の
後
ろ
ま
で
響
く
声
」
や
「
鼓
膜
が
破
れ
る
ぐ
ら
い
の
声
」
な
ど
、
思
い
思
い
に

言
葉
を
広
げ
さ
せ
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

二
年
生
に
継
続
的
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
時
間
の
捻
出
方
法
、
児
童
の
意
欲
の
維

持
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。 

Ａ 

二
年
生
で
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
教
科
書
に
示
さ
れ
る
同
じ
よ
う
な
指
導
事

項
を
抱
き
合
わ
る
な
ど
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
二
七
時
間
を
捻
出
し
、

児
童
の
意
欲
を
維
持
し
た
。
ま
た
、
言
葉
を
増
や
す
た
め
に
他
の
児
童
の
日
記
の
表
現

を
紹
介
し
意
欲
付
を
し
た
。 

Ｑ 

日
記
を
書
く
時
間
は
、
ど
こ
で
行
っ
て
い
た
の
か
？
（
授
業
内
だ
け
だ
と
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
） 

Ａ 

日
記
を
書
く
時
間
は
、
学
校
に
い
る
間
（
休
み
時
間
や
放
課
後
等
）
の
10
分
ぐ
ら
い
で

書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
く
題
材
が
見
つ
か
ら
な
い
児
童
は
、
友
達
の
題
材
を
紹
介

し
て
気
づ
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

全
国
小
学
校
国
語
研
究
所 

依
田 

雅
枝 

先
生 

〇
国
語
科
の
単
元
で
言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
事
項
が
重
複
す
る
箇
所
を
精
査
す
る
こ
と

で
、
時
間
を
捻
出
し
、
言
語
活
動
に
関
す
る
全
体
計
画
（
年
間
二
十
七
時
間
）
を
作
成
し

て
い
る
。
そ
の
「
見
え
る
化
」
で
年
間
を
見
通
し
た
単
元
を
構
想
し
た
と
い
う
実
践
で
あ

る
。
今
回
と
て
も
よ
か
っ
た
の
は
、
授
業
実
践
は
、「
書
く
こ
と
」
の
領
域
で
児
童
と
共
に

課
題
や
「
コ
ツ
」
を
作
っ
た
こ
と
、
児
童
が
学
習
内
容
を
理
解
し
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
を
も
と
に
作
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
授
業
づ
く
り
の
根
本
（
教
師
の

考
え
方
や
授
業
観
）
が
あ
る
。
特
に
作
文
は
低
学
年
に
と
っ
て
文
字
抵
抗
が
あ
り
す
す
ん

で
取
り
組
み
に
く
く
な
る
学
習
で
あ
る
。
教
師
の
丁
寧
な
見
取
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
し

得
た
と
言
え
る
。 

〇
年
間
を
通
し
て
児
童
の
発
言
を
拾
っ
て
記
録
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
が
児
童
自
身
の
学
び

を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
習
の
継
続
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
、

本
実
践
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
本
単
元
の
評
価
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

〇
実
際
、
本
単
元
で
の
扱
い
は
「
日
記
」
で
は
な
く
、「
出
来
事
作
文
」
で
あ
る
。
そ
の
価
値

は
自
分
の
書
き
残
し
た
い
こ
と
だ
け
を
書
け
ば
い
い
。
同
じ
経
験
を
し
て
も
心
に
残
る
こ

と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
指
導
者
自
身
が
自
分
の
使
う
言
葉
に
自
覚
的
で
あ
り

た
い
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

【
文
責
】
橋
本 

誠
之 

【【
第第
三三
分分
科科
会会
】】  

「「
言
語
活
動
を
豊
か
に
し
て
い
く
国
語
科
学
習
」 

 

～
読
書
レ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
児
童
の
姿
を
目
指
し
て
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者 

千
葉
県
千
葉
市
立
花
園
小
学
校 

石
井 

桃
子 

先
生 

一一  

主主
なな
発発
表表
内内
容容  

〇
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
自
ら
必
要
な
情
報
を
探
し
、
判
断
す
る
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

そ
こ
で
「
レ
ビ
ュ
ー
」
を
意
見
文
と
し
て
捉
え
、
自
分
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
選
び
、

信
頼
で
き
る
文
を
探
し
出
す
力
の
育
成
を
狙
っ
た
。
書
い
て
あ
る
こ
と
を
全
部
信
じ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。 

〇
子
供
た
ち
が
自
分
で
絵
本
を
選
ん
で
読
み
、
選
ん
だ
絵
本
の
レ
ビ
ュ
ー
を
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ

ト
「
絵
本
ナ
ビ
」
で
調
査
し
た
。
そ
し
て
、
読
み
た
く
な
る
、
主
張
に
納
得
す
る
、
興
味

を
そ
そ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
自
分
で
「
信
頼
で
き
る
レ
ビ
ュ
ー
」
を
探
し
出
し
た
。
そ

の
レ
ビ
ュ
ー
を
基
に
、「AIA

I

モ
ン
キ
ー
」
と
い
う
ア
プ
リ
と
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ビ
ュ
ー
や
感
想
を
書
い
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

Ｑ 

こ
の
単
元
は
、「
読
み
」
な
の
か
、「
書
き
」
な
の
か
。
ま
た
、
何
を
も
っ
て
評
価
を
し

た
の
か
。 

Ａ 

自
分
の
信
頼
で
き
る
レ
ビ
ュ
ー
を
選
べ
る
か
、
そ
れ
は
根
拠
の
あ
る
言
葉
を
選
ん
で
い

る
の
か
を
基
に
評
価
し
た
。
こ
こ
は
読
書
単
元
と
し
て
扱
っ
た
。 

Ｑ 

教
科
書
を
用
い
た
授
業
も
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
語
彙
力
を
高
め
る
方
法
を
教
え
て

欲
し
い
。 

Ａ 

こ
の
授
業
の
裏
の
目
標
と
し
て
、「
語
彙
を
増
や
す
」
こ
と
も
あ
っ
た
。
絵
本
ナ
ビ
を
使

っ
て
ど
ん
な
言
葉
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
思
い
に
な
り
他
の
言
葉
に
触
れ
る
機
会
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
姿
は
辞
書
を
引
い
て
み
よ
う
と
か
、
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
み
よ
う
と

か
と
い
う
思
い
に
さ
せ
、 

「
語
彙
力
」
を
増
や
す
も
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

三三  

指指
導導
助助
言言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
小
学
校
国
語
研
究
所 
福
本 

菊
江 

先
生 

〇
読
書
レ
ビ
ュ
ー
は
、
ま
ず
モ
デ
ル
文
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
レ
ビ
ュ
ー
」
を
書
く

時
は
、
何
文
字
以
内
と
い
う
指
定
が
あ
る
。「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の
資
料
」
を
参
考
に
し

な
が
ら
「
一
押
し
の
作
品
レ
ビ
ュ
ー
を
書
く
」
と
い
う
例
が
良
か
っ
た
。
モ
デ
ル
文
を
読

ん
で
「
こ
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
わ
せ
る
モ
デ
ル
文
が
大
事
。
そ
し
て
、「
自
分
も

読
書
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て
み
た
い
」
と
自
分
の
言
葉
で
書
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

〇
「
読
書
好
き
の
子
供
の
育
成
」
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
読
書
が
、
語
彙
を
増
や
す
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
。
学
級
文
庫
を
整
備
し
、
常
に
本
が
読
め
る
教
室
に
す
る
。
並
行
読
書

を
し
た
り
、
地
域
の
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
た
り
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が
読

ん
だ
本
を
紹
介
し
た
り
、
読
ん
だ
本
一
覧
表
を
掲
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
子
供
た
ち
同
士

で
刺
激
し
合
う
こ
と
も
よ
い
。 

〇
先
生
自
身
が
本
好
き
に
な
る
。
本
を
紹
介
し
た
り
、
山
場
だ
け
で
も
読
ん
で
あ
げ
た
り
す

る
。
子
供
が
本
に
触
れ
る
場
を
設
け
「
本
が
大
好
き
」
と
い
う
子
供
を
育
て
て
欲
し
い
。 

【
文
責
】
棚
橋 

香
織 

【【
第第
四四
分分
科科
会会
】】  

「
言
葉
の
よ
さ
に
気
付
き
、
親
し
み
、
日
常
生
活
に
生
か
す
単
元
づ
く
り
」 

発
表
者 

東
京
都
練
馬
区
立
向
山
小
学
校 

岡
﨑 

智
子 

先
生 

一一  

主主
なな
発発
表表
内内
容容  

〇
「
二
年
三
組
、
〇
〇
『
思
い
出
ブ
ッ
ク
』
を
作
ろ
う
（
二
十
七
時
間
）
」
と
「
二
月
の
日
記

を
く
わ
し
く
し
よ
う
（
五
時
間
）
」
か
ら
の
実
践
報
告
。 

〇
日
常
生
活
の
中
か
ら
こ
と
ば
を
集
め
て
い
く
「
こ
と
ば
カ
ー
ド
」
か
ら
、
俳
句
作
り
や
給

食
レ
ポ
ー
ト
づ
く
り
等
の
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
集
め
る
言
葉
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
指
導
す
る
言
葉
や
表
現
の
一
覧
」（
年
間
計
画
）
を
作
成
し
、
意
図
的
計
画
的
に
子
供

た
ち
に
取
り
組
ま
せ
て
き
た
。 

〇
さ
ら
に
日
記
を
詳
し
く
書
き
表
す
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。「
こ
と
ば
カ
ー
ド
」
に
書
き
溜
め

た
言
葉
を
つ
か
い
、
日
常
生
活
を
日
記
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
年
間
二
か
ら
三
冊
に
な

る
。 

〇
自
分
が
詳
し
く
し
た
い
表
現
を
考
え
る
活
動
の
場
面
で
は
、
友
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、

詳
し
く
表
現
す
る
こ
と
意
識
さ
せ
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、「
大
き
な
声
」
を
、

「
教
室
の
後
ろ
ま
で
響
く
声
」
や
「
鼓
膜
が
破
れ
る
ぐ
ら
い
の
声
」
な
ど
、
思
い
思
い
に

言
葉
を
広
げ
さ
せ
た
。 

二二  

主主
なな
質質
疑疑
応応
答答  

 

Ｑ 

二
年
生
に
継
続
的
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
、
時
間
の
捻
出
方
法
、
児
童
の
意
欲
の
維

持
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。 

Ａ 

二
年
生
で
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
教
科
書
に
示
さ
れ
る
同
じ
よ
う
な
指
導
事

項
を
抱
き
合
わ
る
な
ど
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
二
七
時
間
を
捻
出
し
、

児
童
の
意
欲
を
維
持
し
た
。
ま
た
、
言
葉
を
増
や
す
た
め
に
他
の
児
童
の
日
記
の
表
現

を
紹
介
し
意
欲
付
を
し
た
。 

Ｑ 

日
記
を
書
く
時
間
は
、
ど
こ
で
行
っ
て
い
た
の
か
？
（
授
業
内
だ
け
だ
と
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
） 

Ａ 

日
記
を
書
く
時
間
は
、
学
校
に
い
る
間
（
休
み
時
間
や
放
課
後
等
）
の
10
分
ぐ
ら
い
で

書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
く
題
材
が
見
つ
か
ら
な
い
児
童
は
、
友
達
の
題
材
を
紹
介

し
て
気
づ
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。 

三三  

指指
導導
助助
言言  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

全
国
小
学
校
国
語
研
究
所 

依
田 

雅
枝 

先
生 

〇
国
語
科
の
単
元
で
言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
事
項
が
重
複
す
る
箇
所
を
精
査
す
る
こ
と

で
、
時
間
を
捻
出
し
、
言
語
活
動
に
関
す
る
全
体
計
画
（
年
間
二
十
七
時
間
）
を
作
成
し

て
い
る
。
そ
の
「
見
え
る
化
」
で
年
間
を
見
通
し
た
単
元
を
構
想
し
た
と
い
う
実
践
で
あ

る
。
今
回
と
て
も
よ
か
っ
た
の
は
、
授
業
実
践
は
、「
書
く
こ
と
」
の
領
域
で
児
童
と
共
に

課
題
や
「
コ
ツ
」
を
作
っ
た
こ
と
、
児
童
が
学
習
内
容
を
理
解
し
話
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
を
も
と
に
作
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
授
業
づ
く
り
の
根
本
（
教
師
の

考
え
方
や
授
業
観
）
が
あ
る
。
特
に
作
文
は
低
学
年
に
と
っ
て
文
字
抵
抗
が
あ
り
す
す
ん

で
取
り
組
み
に
く
く
な
る
学
習
で
あ
る
。
教
師
の
丁
寧
な
見
取
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
し

得
た
と
言
え
る
。 

〇
年
間
を
通
し
て
児
童
の
発
言
を
拾
っ
て
記
録
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
が
児
童
自
身
の
学
び

を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
習
の
継
続
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
、

本
実
践
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
本
単
元
の
評
価
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

〇
実
際
、
本
単
元
で
の
扱
い
は
「
日
記
」
で
は
な
く
、「
出
来
事
作
文
」
で
あ
る
。
そ
の
価
値

は
自
分
の
書
き
残
し
た
い
こ
と
だ
け
を
書
け
ば
い
い
。
同
じ
経
験
を
し
て
も
心
に
残
る
こ

と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
指
導
者
自
身
が
自
分
の
使
う
言
葉
に
自
覚
的
で
あ
り

た
い
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【
文
責
】
橋
本 

誠
之 



全小国研会報(7)第98号 発行　令和６年11月18日

【【
令令
和和
六六
年年
度度  

全全
小小
国国
研研  

第第
一一
回回
理理
事事
会会
報報
告告
】】  

令
和
六
年
度 

全
小
国
研
第
一
回
理
事
会
が
、
六
月
十
三
日
（
土
）
に
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
顧
問
・
参
与
・
理
事
の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

貴
重
な
ご
指
導
ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
粛
々
と
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

理
事
会
で
は
、
左
記
の
事
項
に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
に
よ
り
ご
承
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

一一  
  

令令
和和
五五
年年
度度
会会
務務
報報
告告  

第
一
回
理
事
会
（
令
和
五
年
七
月 

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
に
て
） 

第
三
十
三
回
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー 

（
令
和
五
年
七
月 
渋
谷
区
立
上
原
小
学
校
に
て
） 

令
和
五
年
度 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
教
員
等
表
彰 

 
 
 
 
 

（
教
員
表
彰 

該
当
者
な
し
） 

（
感
謝
状
贈
呈 

広
島
大
会
会
場
校 

 

広
島
市
立
白
島
小
学
校 

様 
 

広
島
市
立
本
川
小
学
校 

様
） 

第
二
回
理
事
会
・
総
会 

（
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日 

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
） 

第
五
十
三
回 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
大
会 
広
島
大
会 

（
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日
、
十
七
日
） 

会
報 

九
十
五
号
、
九
十
六
号 

二二  
  

令令
和和
五五
年年
度度  

決決
算算
報報
告告  

三三  
  

令令
和和
五五
年年
度度  

会会
計計
監監
査査
報報
告告  

四四  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

新新
役役
員員
選選
出出  

 
 
 
 

会 

長 
 
 
 

 

長
沼 

正
城
（
清
瀬
市
立
清
瀬
第
四
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

間
惠 

満
貴
（
山
陽
小
野
田
市
立
須
恵
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

片
岡 

有
吾
（
石
巻
市
立
前
谷
地
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

川
辺 

章
絵
（
江
東
区
立
毛
利
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 
 
 
 

 

中
島 

亮
子
（
三
鷹
市
立
第
五
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

田
中 

順
子
（
八
王
子
市
立
高
倉
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

事
務
局
長 

 
 

 

植
杉 

義
久
（
八
王
子
市
立
由
木
西
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

会
計
部
長 

 
 

 

小
原 

太
一
（
あ
き
る
野
市
立
多
西
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

企
画
・
組
織
部
長 

須
釜 

久
美
子
（
大
田
区
立
東
六
郷
小
学
校
長
） 

庶
務
・
情
報
部
長 

髙
橋 

誠
人
（
墨
田
区
立
第
一
寺
島
小
学
校
長
） 

編
集
部
長 

 
 

 

市
川 

こ
ず
え
（
豊
島
区
立
長
崎
小
学
校
副
校
長
） 

研
究
部
長 

 
 

 

橋
本 

誠
之
（
西
東
京
市
立
柳
沢
小
学
校
長
） 

 
 

 
 

会
計
監
査 

有
本 

香
織
（
八
王
子
市
立
み
な
み
野
君
田
小
学
校
長
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

富
永 

大
優
（
福
生
市
立
福
生
第
六
小
学
校
長
） 

五五  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

会会
長長
挨挨
拶拶 

長
沼 

正
城 

六六  
  

顧顧
問問
・・
相相
談談
役役
のの
推推
挙挙
にに
つつ
いい
てて  

 
 

 
 

【
顧
問
】 

加
賀
田 

真
理 

先
生
、
城
戸 

祥
次 

先
生 

 
 

 
 

【
相
談
役
】
佐
伯 

孝
司 

先
生 

七七  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

事事
業業
計計
画画  

活
動
方
針 

（
一
）
研
究
内
容
の
充
実 

 
 

 
 
 

 
 

未
来
を
拓
く
国
語
科
教
育
の
理
念
等
に
つ
い
て
、
全
国
組
織
で
研
究
を
推
進 

す
る
。
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を 

視
点
と
し
た
授
業
改
善
を
中
心
に
、
確
た
る
実
践
理
論
の
構
築
を
目
指
す
。 

（
二
）
組
織
の
拡
大 

 
 

 
 
 

 
 

加
入
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
未 

加
入
府
県
、
政
令
指
定
都
市
と
の
情
報
交
換
を
計
画
的
に
行
っ
て
、
都
道
府
県 

研
究
会
、
政
令
指
定
都
市
研
究
会
に
よ
る
全
国
組
織
の
活
動
を
展
開
す
る
。 

（
三
）
財
政
の
確
立 

恒
常
的
な
活
動
が
順
調
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
政
安
定
化
を
図
る
。 

事
業
計
画 

第
一
回
理
事
会
（
令
和
六
年
六
月
十
五
日
） 

第
三
十
四
回
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
令
和
六
年
八
月
一
日
） 

教
員
表
彰
の
決
定 

第
二
回
理
事
会
・
総
会
（
令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日
） 

第
五
十
四
回
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

山
口
大
会 

（
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
、
十
七
日
） 

会
報 

九
十
七
号
、
九
十
八
号 

八八  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

予予
算算
案案  

九九  
  

第第
三三
十十
四四
回回
夏夏
季季
実実
践践
交交
流流
セセ
ミミ
ナナ
ーー
にに
つつ
いい
てて  

十十  
  

第第
三三
十十
三三
回回
全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
教教
育育
研研
究究
会会
賞賞
にに
つつ
いい
てて  

十十
一一  
令令
和和
六六
年年
度度
全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
教教
育育
研研
究究
会会  

教教
員員
表表
彰彰
にに
つつ
いい
てて  

十十
二二  

令令
和和
六六
年年
度度  

第第
五五
十十
四四
回回
山山
口口
大大
会会
にに
つつ
いい
てて  

十十
三三  

令令
和和
六六
年年
度度
以以
降降
のの
全全
国国
大大
会会
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

十十
四四  

全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
研研
究究
所所
よよ
りり  

  

【【
令令
和和
六六
年年
度度  

全全
小小
国国
研研  

第第
一一
回回
理理
事事
会会
報報
告告
】】  

令
和
六
年
度 

全
小
国
研
第
一
回
理
事
会
が
、
六
月
十
三
日
（
土
）
に
日
本
出
版
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
顧
問
・
参
与
・
理
事
の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

貴
重
な
ご
指
導
ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
粛
々
と
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

理
事
会
で
は
、
左
記
の
事
項
に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
に
よ
り
ご
承
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

一一  
  

令令
和和
五五
年年
度度
会会
務務
報報
告告  

第
一
回
理
事
会
（
令
和
五
年
七
月 

日
本
出
版
ク
ラ
ブ
に
て
） 

第
三
十
三
回
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー 

（
令
和
五
年
七
月 

渋
谷
区
立
上
原
小
学
校
に
て
） 

令
和
五
年
度 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
教
員
等
表
彰 

 
 
 
 
 

（
教
員
表
彰 

該
当
者
な
し
） 

（
感
謝
状
贈
呈 

広
島
大
会
会
場
校 

 

広
島
市
立
白
島
小
学
校 
様 

 

広
島
市
立
本
川
小
学
校 

様
） 

第
二
回
理
事
会
・
総
会 

（
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日 

Ｊ
Ｍ
Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
） 

第
五
十
三
回 

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
大
会 

広
島
大
会 

（
令
和
五
年
十
一
月
十
六
日
、
十
七
日
） 

会
報 

九
十
五
号
、
九
十
六
号 

二二  
  

令令
和和
五五
年年
度度  

決決
算算
報報
告告  

三三  
  

令令
和和
五五
年年
度度  

会会
計計
監監
査査
報報
告告  

四四  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

新新
役役
員員
選選
出出  

 
 
 
 

会 

長 
 
 
 

 

長
沼 

正
城
（
清
瀬
市
立
清
瀬
第
四
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

間
惠 

満
貴
（
山
陽
小
野
田
市
立
須
恵
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

片
岡 

有
吾
（
石
巻
市
立
前
谷
地
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 
 
 
 

 

川
辺 

章
絵
（
江
東
区
立
毛
利
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

中
島 

亮
子
（
三
鷹
市
立
第
五
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

副
会
長 

 
 
 

 

田
中 

順
子
（
八
王
子
市
立
高
倉
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

事
務
局
長 

 
 

 

植
杉 

義
久
（
八
王
子
市
立
由
木
西
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

会
計
部
長 

 
 

 

小
原 

太
一
（
あ
き
る
野
市
立
多
西
小
学
校
長
） 

 
 
 
 

企
画
・
組
織
部
長 

須
釜 

久
美
子
（
大
田
区
立
東
六
郷
小
学
校
長
） 

庶
務
・
情
報
部
長 

髙
橋 

誠
人
（
墨
田
区
立
第
一
寺
島
小
学
校
長
） 

編
集
部
長 

 
 

 

市
川 

こ
ず
え
（
豊
島
区
立
長
崎
小
学
校
副
校
長
） 

研
究
部
長 

 
 

 

橋
本 

誠
之
（
西
東
京
市
立
柳
沢
小
学
校
長
） 

 
 

 
 

会
計
監
査 

有
本 

香
織
（
八
王
子
市
立
み
な
み
野
君
田
小
学
校
長
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

富
永 

大
優
（
福
生
市
立
福
生
第
六
小
学
校
長
） 

五五  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

会会
長長
挨挨
拶拶 

長
沼 

正
城 

六六  
  

顧顧
問問
・・
相相
談談
役役
のの
推推
挙挙
にに
つつ
いい
てて  

 
 

 
 

【
顧
問
】 

加
賀
田 

真
理 

先
生
、
城
戸 

祥
次 

先
生 

 
 

 
 

【
相
談
役
】
佐
伯 

孝
司 

先
生 

七七  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

事事
業業
計計
画画  

活
動
方
針 

（
一
）
研
究
内
容
の
充
実 

 
 

 
 
 

 
 

未
来
を
拓
く
国
語
科
教
育
の
理
念
等
に
つ
い
て
、
全
国
組
織
で
研
究
を
推
進 

す
る
。
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を 

視
点
と
し
た
授
業
改
善
を
中
心
に
、
確
た
る
実
践
理
論
の
構
築
を
目
指
す
。 

（
二
）
組
織
の
拡
大 

 
 

 
 
 

 
 

加
入
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
未 

加
入
府
県
、
政
令
指
定
都
市
と
の
情
報
交
換
を
計
画
的
に
行
っ
て
、
都
道
府
県 

研
究
会
、
政
令
指
定
都
市
研
究
会
に
よ
る
全
国
組
織
の
活
動
を
展
開
す
る
。 

（
三
）
財
政
の
確
立 

恒
常
的
な
活
動
が
順
調
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
政
安
定
化
を
図
る
。 

事
業
計
画 

第
一
回
理
事
会
（
令
和
六
年
六
月
十
五
日
） 

第
三
十
四
回
夏
季
実
践
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
令
和
六
年
八
月
一
日
） 

教
員
表
彰
の
決
定 

第
二
回
理
事
会
・
総
会
（
令
和
六
年
十
一
月
二
十
八
日
） 

第
五
十
四
回
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会 

山
口
大
会 

（
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
、
十
七
日
） 

会
報 

九
十
七
号
、
九
十
八
号 

八八  
  

令令
和和
六六
年年
度度  

予予
算算
案案  

九九  
  

第第
三三
十十
四四
回回
夏夏
季季
実実
践践
交交
流流
セセ
ミミ
ナナ
ーー
にに
つつ
いい
てて  

十十  
  

第第
三三
十十
三三
回回
全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
教教
育育
研研
究究
会会
賞賞
にに
つつ
いい
てて  

十十
一一  

令令
和和
六六
年年
度度
全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
教教
育育
研研
究究
会会  

教教
員員
表表
彰彰
にに
つつ
いい
てて  

十十
二二  
令令
和和
六六
年年
度度  

第第
五五
十十
四四
回回
山山
口口
大大
会会
にに
つつ
いい
てて  

十十
三三  

令令
和和
六六
年年
度度
以以
降降
のの
全全
国国
大大
会会
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて  

十十
四四  

全全
国国
小小
学学
校校
国国
語語
研研
究究
所所
よよ
りり  
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【【
第第
五五
十十
五五
回回  

全全
小小
国国
研研  

宮宮
城城
大大
会会
のの
案案
内内
】】  

◆
大大
会会
主主
題題 

「
小
・
中
・
高
を
つ
な
ぐ
国
語
教
育
の
創
造
」 

～
学
び
の
深
ま
り
を
目
指
し
て
～ 

◆
期期  
日日 

令
和
七
年
十
月
三
十
日
（
木
）
・
三
十
一
日
（
金
） 

◆
会会  

場場 
一
日
目
（
全
体
会
場
） 

ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
民
会
館
） 

 
 
 
 
 

二
日
目
（
会 

 

場
） 

仙
台
市
立
富
沢
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
市
立
南
光
台
小
学
校 

◆
主主
なな
予予
定定 

 

〇
十
月
三
十
日
（
木
） 

 
 
 

・
全
体
会 

 

開
会
行
事
・
基
調
提
案 

 
 
 

・
講
演
会 

 

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官 

 
 
 

・
記
念
講
演 

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授 

内
田
樹  

 
 
 

・
全
小
国
研
理
事
会
・
総
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

〇
十
月
三
十
一
日
（
金
） 

 
 
 

・
公
開
授
業
・
授
業
研
究
協
議
（
午
前
） 

・
各
校
六
学
級
（
低
・
中
・
高
学
年
） 

 
 
 

・
実
践
提
案
発
表
（
午
後
） 

 
 
 
 
 

・
各
校
六
分
科
会
（
計
十
二
分
科
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

・
閉
会
行
事 

◆
同同
時時
開開
催催 

 
 

第
五
十
八
回
全
国
高
等
学
校
国
語
研
究
連
合
会
研
究
大
会
宮
城
大
会 

 
 

第
六
十
四
回
全
国
政
令
指
定
都
市
中
学
校
国
語
教
育
研
究
協
議
会
仙
台
大
会 

 
 

第
七
十
回
東
北
地
区 

 
 

国
語
教
育
研
究
協
議
会
宮
城
大
会 

◆
大大
会会
主主
題題
設設
定定
にに
つつ
いい
てて 

 
 

本
県
の
国
語
教
育
に
お
い
て
、
長
年
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
連
携
を
大
事
に
し

て
き
た
。
前
回
の
東
北
地
区
国
語
教
育
研
究
協
議
会
宮
城
大
会
（
第
六
十
五
回
・
令
和

元
年
）
以
来
、「
深
い
学
び
を
目
指
す
国
語
科
教
育
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
各
校
種
が
実

践
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
互
い
に
連
携
し
、
研
究
を
深
め
て
き
て
い
る
。

来
年
度
の
全
国
大
会
に
際
し
て
は
、「
学
び
の
連
続
性
・
系
統
性
」
を
大
事
に
し
、
小
学

校
に
お
け
る
国
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
提
案
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

◆
大大
会会
実実
行行
委委
員員
長長 

片
岡 

有
吾
（
宮
城
県
石
巻
市
立
前
谷
地
小
学
校
長
） 

 

【
全
国
小
学
校
国
語
研
究
所
情
報
】 

[[

目目
的的]]  

 

研
究
所
は
、
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
の
目
的
並
び
に
事
業
を
補
充
す
る
付
属
機

関
と
し
て
機
能
し
、
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
の
教
育
理
念
と
研
究
構
想
に
基
づ
き
、

国
語
教
育
の
創
造
を
通
し
て
、
わ
が
国
の
国
語
教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 

[[

第第
十十
六六
年年
次次  

研研
究究
内内
容容
］］ 

<

研
究
主
題> 

「 

言
語
能
力
」
の
育
成
を
目
指
す
国
語
科
指
導
法
の
研
究 

❘
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
基
盤
と
す
る 

授
業
づ
く
り
❘ 

<

説
明
的
な
文
章
を
読
む
こ
と
を
通
し
て> 

「
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
」
の
各
過
程
に
お
い
て
指
導
の
重
点
を
定
め
、
そ

の
学
び
を
支
え
る
「
学
習
の
個
性
化
・
指
導
の
個
別
化
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

が
一
体
的
に
進
む
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
る
。 

［［
第第
十十
六六
回回  

研研
究究
発発
表表
会会  

報報
告告
］］  

 
 

日
時 

令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時 

開
会 

 

四
時
半 

閉
会 

 

会
場 

東
京
都
中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
（
み
ら
い
ス
テ
ッ
プ
な
か
の
） 

 
 

内
容 

〇 

研
究
発
表 

研
究
主
題
設
定
の
理
由
及
び
研
究
の
概
要 

 
 
 

〇 

授
業
提
案
（
参
加
者
交
流
型
） 

 
 

低
学
年
分
科
会 

第
三
学
年
『
あ
り
の
行
列
』 

高
学
年
分
科
会 

第
五
学
年
『
想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
よ
う
』 

 

記
念
講
演
・
講
師 

 
 

 
 
 

 
 

「
小
学
校
国
語
科
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に 

 

―

指
導
上
の
課
題
と
求
め
ら
れ
る
改
善
の
た
め
の
視
点―

」 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課 

教
科
調
査
官 

 

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

教
育
課
程
調
査
官
・
学
力
調
査
官 

大
塚 

健
太
郎 

先
生 

〇 

低
・
高
に
分
か
れ
た
分
科
会
で
は
、
各
学
習
指
導
案
を
基
に
「
授
業
づ
く
り
の
三
つ
の

重
点
と
指
導
の
手
立
て
」
に
つ
い
て
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
参
加
者
一
人
一
人

が
様
々
な
実
践
事
例
と
そ
の
事
例
に
つ
い
て
の
考
え
を
交
流
し
て
、「
国
語
科
が
目
指
す

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
授
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も

に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。 

 

【【
第第
五五
十十
五五
回回  

全全
小小
国国
研研  

宮宮
城城
大大
会会
のの
案案
内内
】】  

◆
大大
会会
主主
題題 

「
小
・
中
・
高
を
つ
な
ぐ
国
語
教
育
の
創
造
」 

～
学
び
の
深
ま
り
を
目
指
し
て
～ 

◆
期期  

日日 

令
和
七
年
十
月
三
十
日
（
木
）
・
三
十
一
日
（
金
） 

◆
会会  
場場 

一
日
目
（
全
体
会
場
） 

ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台
（
仙
台
市
民
会
館
） 

 
 
 
 
 

二
日
目
（
会 

 

場
） 

仙
台
市
立
富
沢
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙
台
市
立
南
光
台
小
学
校 

◆
主主
なな
予予
定定 

 

〇
十
月
三
十
日
（
木
） 

 
 
 

・
全
体
会 

 

開
会
行
事
・
基
調
提
案 

 
 
 

・
講
演
会 

 

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官 

 
 
 

・
記
念
講
演 

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授 

内
田
樹  

 
 
 

・
全
小
国
研
理
事
会
・
総
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

〇
十
月
三
十
一
日
（
金
） 

 
 
 

・
公
開
授
業
・
授
業
研
究
協
議
（
午
前
） 
・
各
校
六
学
級
（
低
・
中
・
高
学
年
） 

 
 
 

・
実
践
提
案
発
表
（
午
後
） 

 
 
 
 
 

・
各
校
六
分
科
会
（
計
十
二
分
科
会
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

・
閉
会
行
事 

◆
同同
時時
開開
催催 

 
 

第
五
十
八
回
全
国
高
等
学
校
国
語
研
究
連
合
会
研
究
大
会
宮
城
大
会 

 
 

第
六
十
四
回
全
国
政
令
指
定
都
市
中
学
校
国
語
教
育
研
究
協
議
会
仙
台
大
会 

 
 

第
七
十
回
東
北
地
区 
 
 

国
語
教
育
研
究
協
議
会
宮
城
大
会 

◆
大大
会会
主主
題題
設設
定定
にに
つつ
いい
てて 

 
 

本
県
の
国
語
教
育
に
お
い
て
、
長
年
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
連
携
を
大
事
に
し

て
き
た
。
前
回
の
東
北
地
区
国
語
教
育
研
究
協
議
会
宮
城
大
会
（
第
六
十
五
回
・
令
和

元
年
）
以
来
、「
深
い
学
び
を
目
指
す
国
語
科
教
育
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
各
校
種
が
実

践
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
互
い
に
連
携
し
、
研
究
を
深
め
て
き
て
い
る
。

来
年
度
の
全
国
大
会
に
際
し
て
は
、「
学
び
の
連
続
性
・
系
統
性
」
を
大
事
に
し
、
小
学

校
に
お
け
る
国
語
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
提
案
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

◆
大大
会会
実実
行行
委委
員員
長長 

片
岡 

有
吾
（
宮
城
県
石
巻
市
立
前
谷
地
小
学
校
長
） 

 

【
全
国
小
学
校
国
語
研
究
所
情
報
】 

[ [

目目
的的]]  

 

研
究
所
は
、
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
の
目
的
並
び
に
事
業
を
補
充
す
る
付
属
機

関
と
し
て
機
能
し
、
全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
の
教
育
理
念
と
研
究
構
想
に
基
づ
き
、

国
語
教
育
の
創
造
を
通
し
て
、
わ
が
国
の
国
語
教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る 

[ [

第第
十十
六六
年年
次次  

研研
究究
内内
容容
］］ 

<

研
究
主
題> 

「 

言
語
能
力
」
の
育
成
を
目
指
す
国
語
科
指
導
法
の
研
究 

❘
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
基
盤
と
す
る 

授
業
づ
く
り
❘ 

<

説
明
的
な
文
章
を
読
む
こ
と
を
通
し
て> 

「
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
」
の
各
過
程
に
お
い
て
指
導
の
重
点
を
定
め
、
そ

の
学
び
を
支
え
る
「
学
習
の
個
性
化
・
指
導
の
個
別
化
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

が
一
体
的
に
進
む
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
る
。 

［［
第第
十十
六六
回回  

研研
究究
発発
表表
会会  

報報
告告
］］  

 
 

日
時 

令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）
午
後
一
時 

開
会 

 

四
時
半 

閉
会 

 

会
場 

東
京
都
中
野
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
（
み
ら
い
ス
テ
ッ
プ
な
か
の
） 

 
 

内
容 

〇 

研
究
発
表 

研
究
主
題
設
定
の
理
由
及
び
研
究
の
概
要 

 
 
 

〇 

授
業
提
案
（
参
加
者
交
流
型
） 

 
 

低
学
年
分
科
会 

第
三
学
年
『
あ
り
の
行
列
』 

高
学
年
分
科
会 

第
五
学
年
『
想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
よ
う
』 

 

記
念
講
演
・
講
師 

 
 

 
 
 
 

 

「
小
学
校
国
語
科
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に 

 

―

指
導
上
の
課
題
と
求
め
ら
れ
る
改
善
の
た
め
の
視
点―

」 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課 

教
科
調
査
官 

 

国
立
教
育
政
策
研
究
所 

教
育
課
程
調
査
官
・
学
力
調
査
官 

大
塚 

健
太
郎 

先
生 

〇 
低
・
高
に
分
か
れ
た
分
科
会
で
は
、
各
学
習
指
導
案
を
基
に
「
授
業
づ
く
り
の
三
つ
の

重
点
と
指
導
の
手
立
て
」
に
つ
い
て
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
参
加
者
一
人
一
人

が
様
々
な
実
践
事
例
と
そ
の
事
例
に
つ
い
て
の
考
え
を
交
流
し
て
、「
国
語
科
が
目
指
す

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
授
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
共
有
す
る
と
と
も

に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。 


